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５ 事業手法の選定 

 

⑴ 事業手法の選定方法 

事業手法の選定は，団地または住棟ごとに以下の手順に沿って行います。 

 

◆１次判定：団地の管理方針と住宅改善の必要性・可能性に基づく団地・住棟の事業手法の仮設定 

団地単位における需要，効率性，立地の社会的特性から，「継続管理する団地」，「継続管理

について判断を留保する団地」の区分を判断します。 

また，住棟単位における躯体の安全性や避難の安全性，居住性の評価などの物理的特性から，

「改善不要」，「改善が必要」，「優先的な対応が必要（改善可能）」，「優先的な対応が必要

（改善不可能）」の区分を判断し，団地の社会的特性により判断した区分とあわせて事業手法を

仮設定します。 

 

◆２次判定：１次判定において事業手法・管理方針の判断を留保した団地・住棟の事業手法の仮設定 

１次判定の結果，改善か建替かの判断を留保した住棟を対象に，長寿命化改善事業を実施した

場合のＬＣＣ縮減効果の算出や，建替事業量の試算により，事業手法（改善または建替）を仮設

定します。 

また，１次判定の結果，継続管理について判断を留保した団地を対象に，将来の必要供給戸数

の推計や将来的な活用の優先順位を踏まえ，将来の管理方針を判定したうえで，事業手法を仮設

定します。 

 

◆３次判定：計画期間における事業手法の決定 

１次・２次判定結果を踏まえ，再編等の対象となり得る団地や，異なる事業手法に判定した結

果が混在する団地は，効率的な事業の実施のため，事業手法を再判定し，計画期間における事業

手法を決定します。   
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出典：公営住宅等長寿命化計画策定指針（改定）（平成28年８月） 

図５－１ 事業手法選定フロー［再掲］  
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(2) 必要供給戸数の推計 

【将来人口の推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２（2020）年までの総人口は，年齢不詳を含む数を示します。 

出典：実績は国勢調査（昭和50(1975)年～令和２(2020)年）， 

                   推計は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30(2018)年推計）」 

図５－２ 人口の推移 

 

【将来世帯数の推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：実績は国勢調査（昭和50(1975)年～令和２(2020)年），    

推計は住宅確保要配慮者世帯数推計支援プログラム 

（国土交通省国土技術政策総合研究所） 

図５－３ 一般世帯数の推移 
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【公営住宅入居資格世帯数の推計】 

 

 
出典：住宅確保要配慮者世帯数推計プログラム（国土交通省 令和３年10月公開） 

図５－４ 公営住宅の入居資格世帯数の推計結果［再掲］ 

 

【必要供給戸数の推計】 

 

表５－１ 必要供給戸数の推計結果 

  
計画期間末 

R14(2032) 

見通し期間末 

R24(2042) 

函館市の将来人口 208,076 人 172,969 人 

一般世帯数 104,462 世帯 87,378 世帯 

市営住宅の必要戸数 ①ー②ー③ 4,923 戸 3,631 戸 

  ① 公営住宅入居資格世帯数 18,485 世帯 15,262 世帯 

  ② 道営住宅戸数※１ 1,752 戸 1,752 戸 

  

③ 低廉かつ一定の質を有す 

  る民間賃貸住宅※２ 
11,810 戸 9,879 戸 

     ※１ 令和４(2022)年４月時点の戸数に，今後整備予定の24戸を含んだ戸数 
※２ 平成30年住宅・土地統計調査から，以下の条件で戸数を推計 

①公営住宅並みの低廉な家賃の住宅 

②耐震性を確保していると想定される住宅（昭和56(1981)年以降に建設された新耐震基準のもの） 

③住生活基本計画で示されている最低居住面積水準以上の住宅 
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表５－２ 道営住宅一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）内は整備予定のもの 

出典：北海道（令和４(2022)年４月時点） 

  

No 団地名 竣工年度 構造・階数 棟数 戸数

1 田家町団地 H6～10 高耐9,10 3 148

2 谷地頭町団地 H14～15 耐平,中耐3 6 30

S38～41 中耐4 3 52

H30 20

R2 20

R3 20

（R5） (24)

4 上湯川B団地 H6～8 中耐3 3 53

5 弥生町団地 H16 中耐3 1 17

6 船見町団地 H19 中耐4 1 18

7 東川町団地 S50 高耐7 1 67

8 旭岡団地 S52～59 中耐4 11 208

9 愛宕団地 S53 高耐7 1 49

10 駒場町団地 S55 高耐7 1 83

11 柳町団地 S57 中耐5 3 100

S58～60 中耐4,5 8 194

S59～61 高耐7,8 2 150

13 人見町団地 S58 高耐4,6 1 62

14 サニータウンみはら団地 H4 中耐3 3 50

15 住吉団地 H11 耐2 2 12

16 宝来団地 H11 中耐3 1 18

17 ガーデンヒル旭岡団地 H12～14 木平 20 58

18 的場町団地 H12～13 中耐3 4 48

19 日吉町団地 H14 中耐5 1 33

20 東坂団地 H14 中耐3 1 18

21 高田屋通団地 H16 中耐5 1 50

22 旭森団地 H17 中耐5 1 30

23 であえ―る大森浜団地 H22～H23 中耐5 2 99

24 ガーデンヒル旭岡第二団地 H25～H29 木平 7 15

25 ガーデンヒル旭岡第三団地 R1 木平 1 6

91
1728

(1752)

【旧市域】

道営住宅計 25団地

12 大川町団地

1
3 日吉町A団地

中耐5,

一部4

中耐5,

一部4
1
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⑶ １次判定 

「団地敷地の現在の立地環境等の社会的特性を踏まえた管理方針」と「住棟の現在

の物理特性による改善の必要性・可能性」から事業手法を仮設定します。  

 

【社会的特性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－５ 社会的特性の判定フロー 

 

【社会的特性の判定基準】 

①需要 〔旧市域〕 

・直近５か年の公募倍率※１が１倍以上かつ空家率※２30％未満の団地は「〇」 

・直近５か年の公募倍率が１倍未満または空家率 30％以上の団地は「×」 

※直近５か年で公募していない場合は空家率のみで判定 

〔東部地区〕 

・空家率 30％未満の団地は「〇」 

・空家率 30％以上の団地は「×」 

※１ 公募倍率：平成 29(2017)年度～令和３(2021)年度の世帯人員別・特定目
的住宅（管理・子育て）の公募から平均を算出 

※２ 空 家 率：政策空家を除く一般空家（令和４(2022)年６月時点）で，旧
市域平均 22.4％と東部地区平均 22.9％，全市平均 22.5％を参
考に，問題とすべき空家率を「30％以上」と設定 

②効率性 ・敷地面積が 1,000 ㎡以上かつ敷地形状が整形の団地は「〇」 

・敷地面積が 1,000 ㎡未満または敷地形状が不整形の団地は「×」 

※1,000 ㎡は公営住宅建替事業の施行要件（公営住宅法第３６条第１号）を参考
に設定 

③立地 以下，全てに該当する団地は「〇」，１つでも該当しない団地は「×」 

・旧市域は居住誘導区域内，東部地区はバス停から徒歩 10 分圏内に立地している
団地 

・災害危険区域（洪水浸水，津波浸水，土砂災害）に立地していない団地 

※地域バランスは，同一地区内（旧市域は西部地区ほか４地区，東部地区は戸井
地区ほか３地区のそれぞれ）に，複数の団地が供給されているため判定項目か
ら除外 

 

①需要
②効率性
③立地

継続管理する団地
継続管理について

判断を留保する団地

①～③のすべてが
「〇」

①～③のいずれかが
「✕」
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【物理的特性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－６ 物理的特性の判定フロー 

 

【物理的特性の判定基準】 

①躯体の安全性 耐震性が確保されていない住棟は優先的な対応が「必要」 

②避難の安全性 二方向避難および防火区画が確保されていない住棟は優先的な対応が

「必要」 

③居住性 以下の設備が未設置の住棟は改善が「必要」 

・福祉対応（エレベーター（３階以上・片廊下型の住棟※），階段室手す

り） 

・灯油配管（３階以上・階段室型の住棟※） 

・浴室 

※青柳団地は法規上，エレベーターの設置が難しいという結果になった
ため，灯油配管設置の有無で判定 

④劣化状況 劣化状況調査から，外壁（壁体・塗装），屋根の調査結果が評価 A・B の

住棟は改善が「必要」 

⑤改善履歴 ・直近 10 年以内に外壁，屋根の長寿命化型改善履歴がない住棟は改善が

「必要」 

※直近 10 年以内に改善履歴がなく，今後 10 年間改善計画を実施しない
場合，少なくとも 20 年は改善を実施しないこととなり，策定指針で示
されている修繕周期を超えることになるため。 

 

①躯体の安全性
②避難の安全性

改善不要
優先的な対応が必要

（改善可能）

①・②いずれかの
対応が「必要」

優先的な対応が必要
（改善不可能）

改善が必要

③～⑤
いずれかの

改善が「必要」

③居住性
④劣化状況
⑤改善履歴

①・②いずれも
対応「不要」

③～⑤
いずれも

改善「不要」

躯体・避難の
安全性にかかる
改善の可能性

改善可能 改善不可能
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【１次判定結果】 

事業手法・管理方針の判断を留保した団地・住棟を対象（Ａグループ・Bグループ）

に，２次判定で事業手法を仮設定します。  

 
物理的特性による判定結果  

改善不要 改善が必要 
優先的な対応が必要 

（改善可能） 

優先的な対応が必要 

（改善不可能） 

社
会
的
特
性
に
よ
る
判
定
結
果 

継
続
管
理
す
る
団
地 

維持管理 改善，または建替 
優先的な改善， 

または 
優先的な建替 

優先的な建替 

大川団地  

（68 戸） 

 

 

 

 

青柳，田家 A， 

美原１丁目， 

駒場改良，小安西，  

釜谷東，豊浦， 

見晴台，川汲緑ヶ丘  

（633 戸） 

該当なし 該当なし 

継
続
管
理
に
つ
い
て
判
断
を
留
保
す
る
団
地 

維持管理， 
または 
用途廃止 

改善，建替， 
または 
用途廃止 

優先的な改善， 
優先的な建替， 

または 
優先的な用途廃止 

優先的な建替， 
または 

優先的な用途廃止 

旭岡，  

宮前改良  

（208 戸） 

 

 

 

 

旭町，港２丁目，  

港３丁目 B，深堀，  

湯浜，花園， 

日吉３丁目， 

湯川（中耐），旭岡， 

本通，鍛治２丁目，  

弁天改良，大町改良，  

豊川改良，松川改良，  

日乃出改良，本町改良，  

五稜郭改良， 

本町モデル， 

豊川（特公賃），  

弥生（特公賃），  

浜町西，中浜， 

恵山第１，新八幡町， 

新浜町，銚子， 

カラマツ，東海 

（3,802 戸） 

該当なし 該当なし 

※青字は住棟で判定が異なる団地を示す。  

 

 

  

Bグループ 

継続管理について，判断を留保した

団地・住棟 

Aグループ 

継続管理する団地のう

ち，改善か建替か判断

を留保した団地・住棟 
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⑷ ２次判定 

【Ａグループ】 

１次判定でＡグループと判定した住棟は，長寿命化型改善事業を実施した場合のLCC

の縮減効果や，建替事業量の試算から「改善」または「建替」と仮設定します。  

 

【Ａグループの判定基準】 

令和４(2022)年度末時点で耐用年限を経過している住棟は，計画期間でさらに10年

経過することとなり将来的な活用が難しいことから，以下の判断基準によらず「建替」

と仮設定します。  

①LCC の 

縮減効果 

長寿命化型改善（屋根改修または屋上防水改修，外壁改修）を実施

した場合における LCC の縮減効果から判定 

・LCC の縮減額がプラスになる場合は「改善」 

・LCC の縮減額がマイナスになる場合は「建替」 

②建替事業量の 

比較 

Ａグループ全ての住棟を建替えると想定した場合の事業量と，函館

市において計画期間に実施可能な建替事業量を比較し判定（表５－

３参照） 

・実施可能な建替えの事業量を上回る場合は「改善」 

・実施可能な建替えの事業量を下回る場合は「建替」 

 

表５－３ 建替事業量の比較 

A グループ全ての住棟を 

建替えた場合の事業量 
約 190 億円 

633 戸×3 千万円※  

※戸あたりの建替事業量 

計画期間に実施可能な 

建替事業量 
約 55 億円 
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【Ｂグループ】 

１次判定でＢグループと判定した団地を対象に，将来の必要供給戸数や将来的な活用

の優先順位を踏まえた管理方針を検討し，将来にわたって「維持管理する団地」または

将来的な用途廃止を想定する「当面管理する団地（建替を前提としない）」に判定した

うえで，１次判定結果を踏まえた事業手法を仮設定します。  

 

【Bグループの判定基準】 

①将来の 

管理方針 

令和 14(2032)年度末の必要供給戸数に対し，計画期間に事業手法を

検討する団地の戸数との比較により判定（表５－４参照） 

・必要供給戸数と比較し，不足する場合は全て「継続管理」，余剰が

ある場合は余剰分を将来的な活用の優先順位（表５－５参照）が

低い団地から「当面管理」，残りは全て「継続管理」 

②事業手法の 

仮設定 

①将来の管理方針と１次判定結果を踏まえた事業手法の仮設定（表

５－６参照） 

「継続管理」する団地の事業手法の仮設定 

 １次判定で「維持管理，または用途廃止」 

・１次判定の物理的特性の判定結果から，今後の長期的な活用が

見込めるため「維持管理」 

 １次判定で「改善，建替，または用途廃止」 

・令和４(2022)年度末時点で耐用年限を経過していない住棟は，

「改善」 

・令和４(2022)年度末時点で耐用年限を経過している住棟は，計

画期間でさらに10年経過することとなり将来的な活用が難しい

ため「建替」 

「当面管理」する団地の事業手法の仮設定 

 １次判定で「維持管理，または用途廃止」 

・令和４(2022)年度末時点で，耐用年限を経過していない住棟は

「当面維持管理」 

・令和４(2022)年度末時点で耐用年限を経過している住棟は，計

画期間でさらに10年経過することとなり将来的な活用が難しい

ため「用途廃止」 

 １次判定で「改善，建替，または用途廃止」 

・令和４(2022)年度末時点で耐用年限を経過していない住棟は

「改善し当面維持管理」 

・令和４(2022)年度末時点で耐用年限を経過している住棟は，計

画期間でさらに10年経過することとなり将来的な活用が難しい

ため「用途廃止」 
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表５－４ 必要供給戸数との比較 

令和 14(2032)年度末

の必要供給戸数 
4,923 戸 

 

計画期間に事業手法を 

検討する団地の戸数 
4,947 戸 

令 和 ４(2022)年 度 末 時 点 の 管 理 戸 数5,924戸

（ 特 公 賃 除 く ） か ら ， 前 計 画 で 予 定 し た 建 替

104戸を加え，用途廃止951戸，計画期間に返

還する借上市営住宅130戸を引いた戸数 

 

表５－５ 将来的な活用の優先順位と将来の管理方針 

優先順位※ 
社会的特性による判定結果 

将来の管理方針 
立地 需要 効率性 

高 １ 〇 〇 ✕ １棟 16 戸 継続管理 

 ２ 〇 ✕ 〇 13 棟 225 戸 継続管理 

 ３ ✕ 〇 〇 59 棟 1,811 戸 継続管理 

 ４ 〇 ✕ ✕ 該当なし  

 ５ ✕ 〇 ✕ 10 棟 224 戸 継続管理 

 ６ ✕ ✕ 〇 80 棟 1,704 戸 継続管理 

低 ７ ✕ ✕ ✕ １棟 30 戸 当面管理 

※社会的特性による判定結果から「立地」を最優先，次いで「需要」，「効率性」  

 

表５－６ １次判定結果を踏まえた事業手法の仮設定 

将来の 

管理方針 

（表５－５） 

１次判定結果 
令和４(2022)年度末 

耐用年限経過状況 

事業手法の 

仮設定 

継続管理 

する団地 

維持管理，または用途廃止  維持管理 

改善，建替，または用途廃止 

耐用年限 

未経過 
改善 

耐用年限経過 建替 

当面管理 

する団地 

維持管理，または用途廃止 

耐用年限 

未経過 
当面維持管理 

耐用年限経過 用途廃止 

改善，建替，または用途廃止 

耐用年限 

未経過 

改善し当面維持

管理 

耐用年限経過 用途廃止 
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【２次判定結果】 

 仮設定した事業手法について，３次判定で効率的な事業実施など総合的に検討を行い

ます。  

 

改善不要  

A グループによる判定結果  
優先的な対応が必要 

（改善不可能） 
改善が必要  

優先的な対応が必要 
（改善可能） 

Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
判
定
結
果 

継
続
管
理
す
る
団
地 

維持管理 改善 優先的な改善 優先的な建替 

旭岡，  

大川，  

宮前改良  

（276 戸） 

青柳，旭町，港２丁目，  

港３丁目 B，田家 A，深堀，  

湯浜，花園，日吉３丁目，  

湯川（中耐），旭岡，本通，  

鍛治２丁目，美原１丁目，  

弁天改良，大町改良，  

松川改良，日乃出改良，  

本町改良，五稜郭改良，  

駒場改良，本町モデル，  

豊川（特公賃），  

弥生（特公賃），小安西，  

釜谷東，浜町西，豊浦，  

中浜，新八幡町，銚子，  

カラマツ，見晴台，  

川汲緑ヶ丘，東海  

（4,359 戸）  

該当なし  該当なし  

 
建替 優先的な建替 

 

 小安西，中浜，恵山第１，  

新浜町，東海（46 戸）  

該当なし   

当
面
管
理
す
る
団
地 

当面維持管
理 

改善し当面維持管理 
優先的に改善し 
当面維持管理 

優先的な 
用途廃止 

該当なし  豊川改良（30 戸）  該当なし  該当なし  

用途廃止 用途廃止 
優先的な 
用途廃止  

該当なし  該当なし   該当なし   

※青字は住棟で判定が異なる団地を示す。  
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⑸ ３次判定 

団地・住棟単位での集約・再編等の可能性，事業費の試算および事業実施時期の調整・

検討を行い，事業手法と実施時期について長期的な管理の見通しを決定します。  

 

【集約・再編等の可能性を踏まえた事業手法の再判定】 

１・２次判定結果を踏まえ，再編等の対象となり得る団地や，異なる事業手法に判定

した住棟が混在する団地は，効率的な事業の実施のため事業手法を再判定します。  

 

対象団地 
２次判定 

の仮設定 
再判定 

湯川団地(中耐)の一部， 

旭岡団地の一部 

改善 

老朽化が著しく，入居率の低下が進み今後の入居需

要を見込むことが難しく，改善による長期的な維持

管理が困難なため，段階的な集約化を図ります。 

建替 

集約化を進めるにあたり，居住誘導区

域内の団地では，入居者の移転先が不

足するため，不足戸数分を集約建替と

します。 

用途廃止 

建物の劣化状況や土地のまとまり等を

考慮し，湯川団地（中耐）の一部（12

棟），旭岡団地の一部（８棟）は用途

廃止とします。 

維持管理 

湯川団地（中耐）の一部（25 棟），旭

岡団地の一部（５棟）は維持管理とし

ます。 

弁天改良団地， 

大町改良団地 
改善 

建替 

［用途廃止］ 

老朽化の進行や，浴室が未設置などの

理由により入居需要が低く，改善によ

る長期的な維持管理が困難なため，３

団地を集約し建替とします。 

豊川改良団地 改善し 

当面維持 

管理 

日乃出改良団地， 

本町改良団地， 

五稜郭改良団地 

改善 用途廃止 

日乃出改良団地は，見通し期間以降に

耐用年限を経過しますが，老朽化が著

しく改善による長期的な維持管理が困

難なため用途廃止とします。 

本町改良団地と五稜郭改良団地は，見

通し期間に耐用年限を経過し，改善に

よる長期的な維持管理が困難なため，

用途廃止とします。 

  



90 

対象団地 
２次判定 

の仮設定 
再判定 

湯浜団地(１号棟)， 

松川改良団地 
改善 維持管理 

劣化状況調査の結果から，劣化が著し

い他の住棟より比較的状態が良好であ

り，直近10年以内に改善を実施してい

るため，維持管理とします。 

旭町団地，駒場改良団地 

改善 維持管理 

劣化状況調査の結果から，劣化が著し

い他の住棟より比較的状態が良好であ

り，これまでに改善を実施しているた

め，維持管理とします。 

小安西団地(３～12号棟)， 

釜谷東団地，浜町西団地， 

豊浦団地， 

中浜団地(４号棟)， 

新八幡町団地，銚子団地， 

カラマツ団地， 

見晴台団地， 

川汲緑ヶ丘団地， 

東海団地(１～３，７号棟) 

改善 維持管理 

東部地区の団地は，２階建て以下の小

規模な住棟であり大規模な工事となら

ないため，改善は行わず維持管理とし

ます。 

小安西団地(１，２号棟)， 

中浜団地(１～３号棟）， 

恵山第１団地， 

新浜町団地， 

東海団地(６号棟) 

建替 

東部地区の団地は，新規入居世帯が直近３年間の平

均で８世帯と需要が低いため，建替は行わず以下の

とおりとします。 

維持管理 

耐用年限を経過していますが，入居者

の移転先確保や東部地区内での供給バ

ランスを考慮し，入居率が高い団地・

住棟を維持管理とします。 

用途廃止 

小安西団地（１，２号棟）は，耐用年

限が経過しており，対象団地のなかで

最も古い住棟のため，用途廃止としま

す。 
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【事業費の試算および事業実施時期の調整・検討】 

今後20年間（令和５(2023)年度～令和24(2042)年度）に想定される事業費を踏まえ，

各事業の実施時期を調整・検討します。  

 

対象団地 事業手法 実施時期 

青柳団地，港３丁目 B 団地， 

田家 A 団地，深堀団地， 

湯浜団地の一部， 

旭岡団地の一部， 

本通団地，鍛治２丁目団地， 

美原１丁目団地， 

本町モデル団地， 

弥生団地(特公賃) 

改善 

計画期間 

劣化状況調査の結果から劣化が著

しく，これまでに改善を実施して

いないため，計画期間に改善を行

います。 

港２丁目団地，花園団地， 

日吉３丁目団地， 

豊川団地(特公賃） 
見通し期間 

これまでに改善を実施していない

ものの，劣化状況調査の結果から

比較的状態が良好なため，見通し

期間に改善を行います。 

西部地区改良団地 

弁天改良団地， 

大町改良団，豊川改良団地 

建替 

［用途廃止］ 
計画期間 

近隣に銭湯がないことから，計画

期間に優先的に建替えます。 

各団地は入居者が移転後，用途廃

止とします。 

集約用団地 

建替 

計画期間 

から 

見通し期間 

旧市域の大規模団地の集約化を進

めるにあたり，居住誘導区域内で

は，入居者の移転先が不足するた

め，計画期間から見通し期間にか

けて，不足戸数分を建替えます。 

湯川団地(中耐)の一部， 

旭岡団地の一部 

用途廃止 

計画期間 

から 

見通し期間 

湯川団地は，建物の劣化状況や土

地のまとまり等を考慮し，計画期

間に４棟，見通し期間に８棟を用

途廃止とします。 

旭岡団地は，劣化状況が著しい住

棟から着手し，計画期間に４棟，

見通し期間に４棟を用途廃止とし

ます。 
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対象団地 事業手法 実施時期 

日乃出改良団地， 

本町改良団地， 

五稜郭改良団地 

用途廃止 

見通し期間 

日乃出改良団地は，見通し期間以

降に耐用年限を経過しますが，老

朽化が著しいことから，見通し期

間に用途廃止とします。 

本町改良団地と五稜郭改良団地

は，耐用年限を経過する見通し期

間に用途廃止とします。 

小安西団地(１，２号棟) 

見通し期間 

２号棟の入居者の移転にあたり，

地区内で移転先の確保が難しいこ

とから，入居状況を鑑みて１号棟

と合わせて見通し期間に用途廃止

とします。 

 

事業手法選定フローによらず手法を決定した団地 

対象団地 事業手法 実施時期 

メゾン松風， 

シーサイドテラス日和坂， 

ウエストプラザ基坂， 

グランシア大手町， 

ベイコート末広， 

A-サム サカエ 

用途廃止 計画期間 

計画期間に再借上契約が満了する

ため，順次返還します。 

函館弁天いぶき荘， 

カーサミア大森， 

コンフォート東雲町， 

リバ東雲， 

クレストコート松風， 

メゾン若松 

用途廃止 見通し期間 

見通し期間に再借上契約が満了す

るため，順次返還します。 

大川団地の一部 建替 

［前計画］ 
計画期間 

前計画に引き続き，計画期間に建

設します。 

松川団地，田家Ｂ団地， 

中道２丁目団地， 

港３丁目改良団地， 用途廃止 

［前計画］ 

計画期間 

大川団地への集約に伴い，計画期

間に用途廃止とします。 

湯川団地（簡平・簡２） 

計画期間 

全ての住棟が耐用年限を経過し，

政策空家としていることから，計

画期間に用途廃止とします。 
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対象団地 事業手法 実施時期 

釜谷町団地，汐首町団地， 

弁才町団地，東浜町団地， 

戸井沢団地，女那川第２団地， 

川上団地の一部， 

日ノ浜第１団地， 

恵山第２団地， 

白樺団地 用途廃止 

［前計画］ 

計画期間 

老朽化が進んでいることから，入

居者不在または入居者が少ない団

地を計画期間に用途廃止としま

す。 

浜町東団地， 

川上団地の一部， 

日ノ浜第２団地， 

日ノ浜第３団地， 

恵山第３団地，八木川団地， 

弥生団地，アカシア団地， 

アスナロ団地，はまゆり団地 

見通し期間 

入居者の移転にあたり，地区内で

移転先の確保が難しいことから，

入居状況を鑑みて，見通し期間に

用途廃止とします。 
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【長期的な管理の見通し・事業手法の決定】 

今後20年間における管理の見通しと事業手法を以下のとおりとします。  

 

表５－７ 事業手法の選定結果［再掲］ 

 計画期間（R5～R14） 見通し期間（R15～R24） 

改善 

事業 

青柳団地，港３丁目B団地，田家A団地， 

深堀団地，湯浜団地の一部，旭岡団地の一部， 

本通団地，鍛治２丁目団地，美原１丁目団地， 

本町モデル団地，弥生団地（特公賃）， 

市営住宅：1,375戸 特公賃：30戸 

港２丁目団地，花園団地，日吉３丁目団地， 

豊川団地（特公賃） 

市営住宅：1,018戸 特公賃：32戸 

建替 

事業 

大川団地の一部104戸， 

西部地区改良団地（弁天改良団地・大町改良団

地・豊川改良団地）50戸，集約用団地50戸 

集約用団地50戸 

用途 

廃止 

【旧市域地区】 

計1,066戸（うち借上市営住宅返還130戸） 

松川団地，田家Ｂ団地，中道２丁目団地， 

港３丁目改良団地，湯川団地（簡平・簡２），

湯川団地（中耐）の一部，旭岡団地の一部， 

弁天改良団地，大町改良団地，豊川改良団地，

メゾン松風，シーサイドテラス日和坂， 

ウエストプラザ基坂，グランシア大手町， 

ベイコート末広，A-サム サカエ  
 

【戸井地区】計44戸 

釜谷町団地，汐首町団地，弁才町団地， 

東浜町団地，戸井沢団地 
 

【恵山地区】計50戸 

女那川第２団地，川上団地の一部， 

日ノ浜第１団地，恵山第２団地 
 

【南茅部地区】８戸 

白樺団地 

【旧市域地区】 

計822戸（うち借上市営住宅返還202戸） 

湯川団地（中耐）の一部，旭岡団地の一部， 

日乃出改良団地，本町改良団地， 

五稜郭改良団地，函館弁天いぶき荘， 

カーサミア大森，コンフォート東雲町， 

リバ東雲，クレストコート松風，メゾン若松 
 

【戸井地区】計24戸 

小安西団地の一部，浜町東団地 
 

【恵山地区】計89戸 

川上団地の一部，日ノ浜第２団地， 

日ノ浜第３団地，恵山第３団地 
 

【南茅部地区】計72戸 

八木川団地，弥生団地，アカシア団地， 

アスナロ団地，はまゆり団地 

※上記以外の団地・住棟は，今後「維持管理」をしていくこととし，修繕で対応します  

※赤字は事業手法選定フローによらず，手法を決定した団地・住棟
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表５－８ 事業手法の選定結果  

  

1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

青柳団地 1 1990 耐火 4 27 2025 2060 2.5 29.6% 〇 2,049.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B C C 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

2,896 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

旭町団地 1 1977 耐火 7 49 2012 2047 10.4 24.5% 〇 2,417.2 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

松川団地 1 1950 耐火 4 24 1985 2020 －
用途

廃止

松川団地 2 1951 耐火 4 24 1986 2021 －
用途

廃止

松川団地 3 1952 耐火 4 24 1987 2022 －
用途

廃止

港２丁目団地 1 1994 耐火 6 78 2029 2064 21.7 10.0% 〇 11,902.7 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

港２丁目団地 2 1995 耐火 6 52 2030 2065 21.7 10.0% 〇 11,902.7 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

港３丁目B団地 1 1973 耐火 4 24 2008 2043 － 8.3% 〇 891.5 整形 ✕ 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

大川団地 1 2021 耐火 3 35 2056 2091 2.5 0.0% 〇 13,231.8 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 － － － 不要 － － 不要

改善

不要
－ 維持管理 0 0 0 0 維持管理 －

維持

管理

維持

管理

大川団地 2 2022 耐火 3 33 2057 2092 2.5 0.0% 〇 13,231.8 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 － － － 不要 － － 不要

改善

不要
－ 維持管理 0 0 0 0 維持管理 －

維持

管理

維持

管理

田家A団地 1 1990 耐火 4 24 2025 2060 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,836 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 2 1990 耐火 4 16 2025 2060 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,260 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 3 1992 耐火 5 20 2027 2062 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,584 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 4 1991 耐火 5 30 2026 2061 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,721 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 5 1992 耐火 5 20 2027 2062 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,584 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 6 1992 耐火 5 20 2027 2062 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,584 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 7 1992 耐火 5 20 2027 2062 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,584 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 8 1993 耐火 5 30 2028 2063 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

2,611 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 9 1993 耐火 4 16 2028 2063 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,394 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 10 1991 耐火 4 16 2026 2061 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,165 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 11 1991 耐火 4 16 2026 2061 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,202 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 12 1987 耐火 4 24 2022 2057 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

2,175 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 13 1988 耐火 4 16 2023 2058 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,360 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応

※③立地の「災害危険区域に立地」の評価は団地単位で判定。以下同じ。 
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

田家A団地 14 1988 耐火 4 24 2023 2058 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

2,006 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 15 1989 耐火 4 16 2024 2059 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,268 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 16 1989 耐火 4 12 2024 2059 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

938 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 17 1989 耐火 4 12 2024 2059 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

938 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 18 1990 耐火 5 20 2025 2060 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,572 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 19 1989 耐火 5 20 2024 2059 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,609 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家A団地 20 1987 耐火 5 20 2022 2057 2.9 12.2% 〇 34,743.4 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，

または

建替

1,878 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

田家B団地 1～6 1956 簡二 2 6 1979 2001 －
用途

廃止

田家B団地 7～12 1956 簡二 2 6 1979 2001 －
用途

廃止

田家B団地
13～

18
1957 簡二 2 6 1980 2002 －

用途

廃止

田家B団地
19～

24
1957 簡二 2 6 1980 2002 －

用途

廃止

田家B団地
25～

28
1958 簡二 2 4 1981 2003 －

用途

廃止

田家B団地
29～

34
1957 簡二 2 6 1980 2002 －

用途

廃止

田家B団地
35～

40
1957 簡二 2 6 1980 2002 －

用途

廃止

田家B団地
41～

46
1958 簡二 2 6 1981 2003 －

用途

廃止

田家B団地
47～

52
1958 簡二 2 6 1981 2003 －

用途

廃止

田家B団地
53～

58
1958 簡二 2 6 1981 2003 －

用途

廃止

深堀団地 1 1986 耐火 5 20 2021 2056 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 2 1985 耐火 5 25 2020 2055 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 3 1982 耐火 4 24 2017 2052 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 4 1983 耐火 4 20 2018 2053 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 5 1983 耐火 4 24 2018 2053 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 6 1982 耐火 4 20 2017 2052 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

深堀団地 7 1986 耐火 4 8 2021 2056 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 8 1986 耐火 4 16 2021 2056 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 9 1981 耐火 4 24 2016 2051 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 10 1985 耐火 4 24 2020 2055 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

深堀団地 11 1984 耐火 4 22 2019 2054 16.8 4.4% 〇 22,433.6 整形 〇 〇 － 〇 ✕ ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

湯浜団地 1 1974 耐火 7 140 2009 2044 17.9 8.5% 〇 20,766.9 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要
2016

改修
無 必要

改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯浜団地 2 1976 耐火 7 106 2011 2046 17.9 8.5% 〇 20,766.9 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 A B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

湯浜団地 3 1976 耐火 7 105 2011 2046 17.9 8.5% 〇 20,766.9 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要
2015

改修
無 必要

改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

花園団地 1 1994 耐火 6 60 2029 2064 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 2 1994 耐火 6 48 2029 2064 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 3 1996 耐火 14 52 2031 2066 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 4 1996 耐火 6 40 2031 2066 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 5 1997 耐火 6 48 2032 2067 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 6 1998 耐火 6 48 2033 2068 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 7 2000 耐火 14 52 2035 2070 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 8 2000 耐火 6 48 2035 2070 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 9 1997 耐火 6 48 2032 2067 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

花園団地 10 1998 耐火 14 52 2033 2068 33.7 4.8% 〇 61,697.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 1 2000 耐火 5 48 2035 2070 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 2 2001 耐火 5 48 2036 2071 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 3 2002 耐火 4 35 2037 2072 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 4 2003 耐火 5 29 2038 2073 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 5 2004 耐火 4 28 2039 2074 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応

※湯浜団地は，改良団地・単身老人住宅を含めた戸数・空家率 
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

日吉３丁目団地 6 2009 耐火 5 28 2044 2079 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 7 2008 耐火 4 42 2043 2078 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 8 2010 耐火 4 34 2045 2080 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 9 2005 耐火 4 34 2040 2075 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 10 2006 耐火 4 38 2041 2076 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

日吉３丁目団地 11 2007 耐火 5 28 2042 2077 55.2 5.9% 〇 65,984.6 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

湯川団地 1～4 1968 簡二 2 4 1991 2013 －
用途

廃止

湯川団地 5～10 1968 簡二 2 6 1991 2013 －
用途

廃止

湯川団地
11～

16
1968 簡二 2 6 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
17～

20
1968 簡二 2 4 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
21～

24
1968 簡二 2 4 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
25～

28
1968 簡二 2 4 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
29～

32
1968 簡二 2 4 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
33～

36
1969 簡二 2 4 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
37～

40
1969 簡二 2 4 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
41～

46
1968 簡二 2 6 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
47～

52
1968 簡二 2 6 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
53～

58
1968 簡二 2 6 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
59～

64
1968 簡二 2 6 1991 2013 －

用途

廃止

湯川団地
65～

68
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
69～

72
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
73～

76
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
77～

80
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

湯川団地
81～

84
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
85～

88
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
89～

92
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
93～

96
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
97～

100
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
101～

104
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
105～

108
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
109～

112
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
113～

116
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
117～

120
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
121～

124
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
125～

128
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
129～

132
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
133～

136
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
137～

140
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
141～

144
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
145～

148
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
149～

152
1968 簡平 1 4 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
153～

158
1968 簡平 1 6 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
159～

164
1968 簡平 1 6 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
165～

170
1968 簡平 1 6 1983 1998 －

用途

廃止

湯川団地
171～

174
1972 簡平 1 4 1987 2002 －

用途

廃止

湯川団地
175～

180
1969 簡平 1 6 1984 1999 －

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

湯川団地
181～

184
1972 簡平 1 4 1987 2002 －

用途

廃止

湯川団地
185～

190
1969 簡平 1 6 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
191～

194
1972 簡平 1 4 1987 2002 －

用途

廃止

湯川団地
195～

200
1969 簡平 1 6 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
201～

204
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
205～

208
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
209～

212
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
213～

216
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
217～

220
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
221～

224
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
225～

228
1971 簡平 1 4 1986 2001 －

用途

廃止

湯川団地
229～

232
1971 簡平 1 4 1986 2001 －

用途

廃止

湯川団地
233～

236
1969 簡平 1 4 1984 1999 －

用途

廃止

湯川団地
237～

242
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
243～

248
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
249～

254
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
255～

260
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
261～

266
1970 簡二 2 6 1993 2015 －

用途

廃止

湯川団地
291～

296
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
297～

302
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
303～

308
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
309～

314
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
315～

320
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

湯川団地
321～

326
1969 簡二 2 6 1992 2014 －

用途

廃止

湯川団地
327～

332
1970 簡二 2 6 1993 2015 －

用途

廃止

湯川団地
333～

334
1971 簡平 1 2 1986 2001 －

用途

廃止

湯川団地
335～

336
1970 簡平 1 2 1985 2000 －

用途

廃止

湯川団地
337～

340
1970 簡平 1 4 1985 2000 －

用途

廃止

湯川団地
341～

344
1971 簡平 1 4 1986 2001 －

用途

廃止

湯川団地
345～

348
1970 簡平 1 4 1985 2000 －

用途

廃止

湯川団地
349～

352
1971 簡平 1 4 1986 2001 －

用途

廃止

湯川団地
353～

356
1970 簡平 1 4 1985 2000 －

用途

廃止

湯川団地
357～

360
1971 簡平 1 4 1986 2001 －

用途

廃止

湯川団地
361～

364
1970 簡平 1 4 1985 2000 －

用途

廃止

湯川団地
365～

370
1973 簡二 2 6 1996 2018 －

用途

廃止

湯川団地
371～

376
1973 簡二 2 6 1996 2018 －

用途

廃止

湯川団地 1 1969 耐火 4 24 2004 2039 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 2 1970 耐火 4 24 2005 2040 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 3 1970 耐火 4 24 2005 2040 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 4 1971 耐火 4 24 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 5 1971 耐火 4 24 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 6 1972 耐火 4 24 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 7 1971 耐火 4 16 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B A C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

湯川団地 8 1972 耐火 4 16 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B A C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

湯川団地 9 1972 耐火 4 16 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B A C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

湯川団地 10 1970 耐火 4 16 2005 2040 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

湯川団地 11 1970 耐火 4 16 2005 2040 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 12 1971 耐火 4 16 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 13 1971 耐火 4 16 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 14 1973 耐火 4 16 2008 2043 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

湯川団地 15 1972 耐火 4 24 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 16 1973 耐火 4 24 2008 2043 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 17 1974 耐火 4 24 2009 2044 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 18 1975 耐火 4 24 2010 2045 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 19 1976 耐火 4 24 2011 2046 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 20 1974 耐火 4 16 2009 2044 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 21 1970 耐火 4 16 2005 2040 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 22 1970 耐火 4 24 2005 2040 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 23 1971 耐火 4 24 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 24 1971 耐火 4 24 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 25 1975 耐火 4 16 2010 2045 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B A B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 26-1 1975 耐火 4 16 2010 2045 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B A B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 26-2 1975 耐火 4 16 2010 2045 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B A B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 27 1972 耐火 4 24 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 28 1972 耐火 4 24 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 29 1972 耐火 4 24 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 30 1974 耐火 4 16 2009 2044 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 31 1974 耐火 4 16 2009 2044 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 32 1972 耐火 4 16 2007 2042 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

湯川団地 33 1973 耐火 4 32 2008 2043 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 34 1973 耐火 4 32 2008 2043 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

湯川団地 35 1975 耐火 4 24 2010 2045 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要

灯油配管, 屋根,

外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

湯川団地 59 1971 耐火 4 32 2006 2041 1.7 34.8% ✕ 181,894.8 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 B B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-1 1980 耐火 4 8 2015 2050 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 C B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-2 1978 耐火 4 8 2013 2048 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 C B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-3 1978 耐火 4 8 2013 2048 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 C B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-4 1978 耐火 4 8 2013 2048 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 C B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-5 1979 耐火 4 8 2014 2049 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 C B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-6 1979 耐火 4 8 2014 2049 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2013

改修

2013

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-7 1977 耐火 4 32 2012 2047 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2013

改修

2013

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-8 1977 耐火 4 24 2012 2047 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2016

改修

2016

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-9 1979 耐火 4 16 2014 2049 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2016

改修

2016

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-10 1978 耐火 4 24 2013 2048 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2020

改修

2020

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-11 1980 耐火 4 16 2015 2050 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2016

改修

2016

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-12 1978 耐火 4 24 2013 2048 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2014

改修

2014

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-13 1979 耐火 4 16 2014 2049 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2015

改修

2015

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-14 1979 耐火 4 24 2014 2049 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2015

改修

2015

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

旭岡団地 1-25 1987 耐火 4 16 2022 2057 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 1-26 1987 耐火 4 16 2022 2057 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 1-27 1985 耐火 4 24 2020 2055 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 1-28 1983 耐火 4 24 2018 2053 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 2-16 1980 耐火 4 24 2015 2050 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

旭岡団地 2-17 1980 耐火 4 24 2015 2050 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

旭岡団地 2-18 1981 耐火 4 32 2016 2051 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

旭岡団地 2-19 1980 耐火 4 24 2015 2050 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

旭岡団地 2-20 1982 耐火 4 24 2017 2052 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

旭岡団地 2-21 1981 耐火 4 24 2016 2051 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

旭岡団地 2-22 1983 耐火 4 16 2018 2053 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

旭岡団地 2-23 1983 耐火 4 16 2018 2053 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

用途

廃止

旭岡団地 3-10 1982 耐火 4 16 2017 2052 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A A A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 3-12 1982 耐火 4 24 2017 2052 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A A A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 3-13 1984 耐火 4 16 2019 2054 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 3-14 1981 耐火 4 24 2016 2051 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A A A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

旭岡団地 3-16 1982 耐火 4 24 2017 2052 0.5 40.0% ✕ 65,957.7 整形 〇 ✕ － ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 A A A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

中道２丁目団地 1 1968 簡平 1 2 1983 1998 －
用途

廃止

中道２丁目団地 2 1968 簡平 1 4 1983 1998 －
用途

廃止

中道２丁目団地 3 1969 簡平 1 4 1984 1999 －
用途

廃止

中道２丁目団地 4 1968 簡平 1 4 1983 1998 －
用途

廃止

中道２丁目団地 5 1969 簡平 1 4 1984 1999 －
用途

廃止

中道２丁目団地 6 1969 簡平 1 4 1984 1999 －
用途

廃止

中道２丁目団地 7 1970 簡平 1 4 1985 2000 －
用途

廃止

中道２丁目団地 8 1969 簡平 1 4 1984 1999 －
用途

廃止

中道２丁目団地 9 1969 簡平 1 4 1984 1999 －
用途

廃止

中道２丁目団地 10 1969 簡平 1 4 1984 1999 －
用途

廃止

中道２丁目団地 11 1969 簡二 2 4 1992 2014 －
用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

中道２丁目団地 12 1969 簡二 2 4 1992 2014 －
用途

廃止

中道２丁目団地 13 1968 簡二 2 6 1991 2013 －
用途

廃止

中道２丁目団地 14 1968 簡二 2 4 1991 2013 －
用途

廃止

中道２丁目団地 15 1970 簡二 2 6 1993 2015 －
用途

廃止

中道２丁目団地 16 1970 簡二 2 6 1993 2015 －
用途

廃止

中道２丁目団地 17 1971 簡平 1 4 1986 2001 －
用途

廃止

中道２丁目団地 18 1971 簡平 1 4 1986 2001 －
用途

廃止

中道２丁目団地 19 1971 簡平 1 4 1986 2001 －
用途

廃止

中道２丁目団地 20 1971 簡平 1 4 1986 2001 －
用途

廃止

中道２丁目団地 23 1971 簡二 2 6 1994 2016 －
用途

廃止

中道２丁目団地 24 1971 簡二 2 6 1994 2016 －
用途

廃止

中道２丁目団地 25 1971 簡平 1 4 1986 2001 －
用途

廃止

中道２丁目団地 26 1971 簡平 1 4 1986 2001 －
用途

廃止

中道２丁目団地 27 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 28 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 29 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 30 1972 簡平 1 2 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 31 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 32 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 33 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 34 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 35 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

中道２丁目団地 36 1972 簡平 1 4 1987 2002 －
用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

本通団地 1 1976 耐火 4 24 2011 2046 4.5 0.0% 〇 5,387.5 整形 〇 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

本通団地 2 1977 耐火 4 24 2012 2047 4.5 0.0% 〇 5,387.5 整形 〇 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 1 1974 耐火 4 24 2009 2044 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 2 1974 耐火 4 24 2009 2044 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 3 1974 耐火 4 24 2009 2044 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 4 1975 耐火 4 24 2010 2045 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 5 1975 耐火 4 24 2010 2045 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 6 1976 耐火 4 24 2011 2046 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 7 1975 耐火 4 24 2010 2045 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 8 1976 耐火 4 16 2011 2046 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

鍛治２丁目団地 9 1976 耐火 4 16 2011 2046 11.5 5.0% 〇 18,834.5
不

整形
✕ 〇 － 〇 ✕ 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ ✕ 〇 必要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

灯油配管, 屋根,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 5
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

美原１丁目団地 1 1979 耐火 8 46 2014 2049 17.1 2.2% 〇 5,011.3 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋上, 外壁

改善，

または

建替

7,602 改善 0 0 改善 － 改善
維持

管理

弁天改良団地 1 1969 耐火 5 50 2004 2039 0.0 44.0% ✕ 1,140.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － ✕ 必要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 建替 建替

維持

管理

大町改良団地 1 1972 耐火 5 24 2007 2042 － 33.3% ✕ 1,096.5 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － ✕ 必要 C C C 不要
2017

改修

2017

改修
不要

改善が

必要
浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善 建替 建替

維持

管理

豊川改良団地 1 1970 耐火 5 30 2005 2040 2.0 30.0% ✕ 918.3 整形 ✕ 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 7
当面

管理

改善し当面

維持管理
建替 建替

維持

管理

松川改良団地 1 1979 耐火 5 19 2014 2049 1.0 15.8% 〇 1,039.3 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

港３丁目改良団地 1 1966 簡二 2 6 1989 2011 －
用途

廃止

港３丁目改良団地 2 1966 簡二 2 6 1989 2011 －
用途

廃止

港３丁目改良団地 3 1966 簡二 2 6 1989 2011 －
用途

廃止

港３丁目改良団地 4 1966 簡二 2 6 1989 2011 －
用途

廃止

港３丁目改良団地 5 1967 耐火 4 24 2002 2037 －
用途

廃止

宮前改良団地 1 1980 耐火 5 24 2015 2050 0.0 8.3% ✕ 1,229.9 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 〇 〇 不要 C C C 不要
2020

改修

2020

改修
不要

改善

不要
－

維持管理，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
維持管理 －

維持

管理

維持

管理

日乃出改良団地 1 1973 耐火 7 98 2008 2043 － 38.7% ✕ 7,050.5 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － ✕ 必要 A B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

日乃出改良団地 2 1974 耐火 7 96 2009 2044 － 38.7% ✕ 7,050.5 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － ✕ 必要 A B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

本町改良団地 1 1972 耐火 5 24 2007 2042 － 39.6% ✕ 2,175.2 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － ✕ 必要 C C C 不要
2018

改修

2018

改修
不要

改善が

必要
浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

本町改良団地 2 1972 耐火 5 24 2007 2042 － 39.6% ✕ 2,175.2 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － ✕ 必要 C C C 不要
2019

改修

2019

改修
不要

改善が

必要
浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

五稜郭改良団地 1 1969 耐火 5 16 2004 2039 － 33.8% ✕ 7,313.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

五稜郭改良団地 2 1969 耐火 5 30 2004 2039 － 33.8% ✕ 7,313.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

五稜郭改良団地 3 1970 耐火 5 30 2005 2040 － 33.8% ✕ 7,313.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

五稜郭改良団地 4 1970 耐火 5 30 2005 2040 － 33.8% ✕ 7,313.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ 〇 ✕ 必要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

五稜郭改良団地 5 1971 耐火 5 24 2006 2041 － 33.8% ✕ 7,313.0 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ 〇 ✕ 必要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

屋根, 外壁, 浴室

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善

用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

駒場改良団地 1 1978 耐火 7 63 2013 2048 45.3 4.8% 〇 5,871.2 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
旧 済 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要

改善が

必要
屋上, 外壁

改善，

または

建替

11,789 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

本町モデル団地 1 1984 耐火 5 16 2019 2054 － 6.3% 〇 632.9 整形 ✕ 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 ✕ 〇 必要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要

灯油配管, 屋上,

外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 1
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

函館弁天いぶき荘 1 2003 耐火 6 25 2038 2073 －
維持

管理

用途

廃止

ウエストプラザ基坂 1 2001 耐火 6 15 2036 2071 －
用途

廃止

ベイコート末広 1 2002 耐火 8 14 2037 2072 －
用途

廃止

シーサイドテラス日和坂 1 2000 耐火 8 22 2035 2070 －
用途

廃止

グランシア大手町 1 2001 耐火 7 21 2036 2071 －
用途

廃止

A-サム　サカエ 1 2002 耐火 5 40 2037 2072 －
用途

廃止

リバ東雲 1 2005 耐火 10 46 2040 2075 －
維持

管理

用途

廃止

コンフォート東雲町 1 2004 耐火 11 40 2039 2074 －
維持

管理

用途

廃止

カーサミア大森 1 2003 耐火 8 22 2038 2073 －
維持

管理

用途

廃止

メゾン松風 1 2000 耐火 6 18 2035 2070 －
用途

廃止

クレストコート松風 1 2006 耐火 9 24 2041 2076 －
維持

管理

用途

廃止

メゾン若松 1 2007 耐火 10 45 2042 2077 －
維持

管理

用途

廃止

小安西団地 1 1977 簡平 1 4 1992 2007 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

346 改善 0 0 建替
用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応

※小安西団地は，特定公共賃貸住宅を含めた空家率 
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

小安西団地 2 1977 簡平 1 4 1992 2007 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

346 改善 0 0 建替
用途

廃止

維持

管理

用途

廃止

小安西団地 3 1988 簡二 2 5 2011 2033 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B B C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

388 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 5 1997 準耐 2 4 2020 2042 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

395 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 6 1998 準耐 2 4 2021 2043 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

388 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 7 1999 準耐 2 8 2022 2044 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C B C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

796 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 8 2002 準耐 1 4 2025 2047 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

365 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 9 2003 準耐 1 4 2026 2048 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

362 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 10 2005 準耐 1 4 2028 2050 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

319 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 11 2006 耐火 1 4 2041 2076 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

323 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

小安西団地 12 2008 耐火 2 4 2043 2078 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

309 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

釜谷町団地 1 1972 簡平 1 2 1987 2002 － －
用途

廃止

釜谷町団地 2 1972 簡平 1 4 1987 2002 － －
用途

廃止

釜谷東団地 1 1983 簡二 2 4 2006 2028 － 25.0% 〇 1,839.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

350 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

釜谷東団地 2 1983 簡二 2 4 2006 2028 － 25.0% 〇 1,839.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

350 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

汐首町団地 1 1974 簡平 1 4 1989 2004 － －
用途

廃止

汐首町団地 2 1974 簡平 1 4 1989 2004 － －
用途

廃止

弁才町団地 1 1964 簡平 1 4 1979 1994 － －
用途

廃止

浜町東団地 1 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
維持

管理

用途

廃止

浜町東団地 2 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
維持

管理

用途

廃止

浜町東団地 3 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
維持

管理

用途

廃止

浜町東団地 4 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
維持

管理

用途

廃止

東浜町団地 1 1972 簡平 1 4 1987 2002 － －
用途

廃止

東浜町団地 2 1972 簡平 1 4 1987 2002 － －
用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

東浜町団地 3 1972 簡平 1 2 1987 2002 － －
用途

廃止

浜町西団地 1 1993 準耐 2 10 2016 2038 － 30.0% ✕ 4,263.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

浜町西団地 2 1994 準耐 2 6 2017 2039 － 30.0% ✕ 4,263.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

浜町西団地 3 1995 準耐 2 4 2018 2040 － 30.0% ✕ 4,263.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B B C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

戸井沢団地 1 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
用途

廃止

戸井沢団地 2 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
用途

廃止

戸井沢団地 3 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
用途

廃止

戸井沢団地 4 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
用途

廃止

豊浦団地 1 1994 準耐 2 6 2017 2039 － 25.0% 〇 3,951.4 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

569 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

豊浦団地 2 1995 準耐 2 6 2018 2040 － 25.0% 〇 3,951.4 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

594 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

中浜団地 1 1980 簡平 1 4 1995 2010 － 21.4% 〇 3,451.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

中浜団地 2 1980 簡平 1 2 1995 2010 － 21.4% 〇 3,451.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

中浜団地 3 1980 簡平 1 2 1995 2010 － 21.4% 〇 3,451.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

中浜団地 4 1987 簡二 2 6 2010 2032 － 21.4% 〇 3,451.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － ✕ ✕ － 〇 必要 B B A 必要 無 無 必要
改善が

必要

階段室手すり,

屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

女那川第２団地 1 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
用途

廃止

女那川第２団地 2 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
用途

廃止

女那川第２団地 3 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
用途

廃止

川上団地 1 1971 簡平 1 4 1986 2001 － －
用途

廃止

川上団地 2 1971 簡平 1 4 1986 2001 － －
用途

廃止

川上団地 3 1971 簡平 1 4 1986 2001 － －
用途

廃止

川上団地 4 1971 簡平 1 4 1986 2001 － －
用途

廃止

川上団地 5 1971 簡平 1 4 1986 2001 － －
用途

廃止

川上団地 6 1973 簡平 1 4 1988 2003 － －
維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

川上団地 7 1973 簡平 1 4 1988 2003 － －
維持

管理

用途

廃止

川上団地 8 1974 簡平 1 4 1989 2004 － －
維持

管理

用途

廃止

川上団地 9 1975 簡平 1 4 1990 2005 － －
維持

管理

用途

廃止

川上団地 10 1976 簡平 1 4 1991 2006 － －
維持

管理

用途

廃止

川上団地 11 1976 簡平 1 4 1991 2006 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第１団地 1 1979 簡平 1 2 1994 2009 － －
用途

廃止

日ノ浜第１団地 2 1979 簡平 1 4 1994 2009 － －
用途

廃止

日ノ浜第１団地 3 1962 簡平 1 2 1977 1992 － －
用途

廃止

日ノ浜第１団地 4 1962 簡平 1 4 1977 1992 － －
用途

廃止

日ノ浜第２団地 7 1966 簡平 1 4 1981 1996 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 10 1967 簡平 1 2 1982 1997 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 11 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 12 1969 簡平 1 4 1984 1999 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 13 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 15 1970 簡平 1 3 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 16 1970 簡平 1 2 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 17 1970 簡平 1 2 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 18 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 19 1973 簡平 1 4 1988 2003 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第２団地 20 1977 簡平 1 4 1992 2007 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第３団地 1 1981 簡平 1 2 1996 2011 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第３団地 2 1981 簡平 1 2 1996 2011 － －
維持

管理

用途

廃止

日ノ浜第３団地 3 1981 簡平 1 2 1996 2011 － －
維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

日ノ浜第３団地 4 1981 簡平 1 2 1996 2011 － －
維持

管理

用途

廃止

恵山第１団地 1 1983 簡平 1 2 1998 2013 － 11.1% 〇 2,227.0 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

恵山第１団地 2 1983 簡平 1 3 1998 2013 － 11.1% 〇 2,227.0 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

恵山第１団地 3 1992 簡平 1 4 2007 2022 － 11.1% 〇 2,227.0 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

恵山第２団地 1 1967 簡平 1 4 1982 1997 － －
用途

廃止

恵山第２団地 2 1967 簡平 1 2 1982 1997 － －
用途

廃止

恵山第３団地 1 1973 簡平 1 4 1988 2003 － －
維持

管理

用途

廃止

恵山第３団地 2 1974 簡平 1 4 1989 2004 － －
維持

管理

用途

廃止

恵山第３団地 3 1975 簡平 1 4 1990 2005 － －
維持

管理

用途

廃止

恵山第３団地 4 1977 簡平 1 4 1992 2007 － －
維持

管理

用途

廃止

恵山第３団地 5 1979 簡平 1 4 1994 2009 － －
維持

管理

用途

廃止

新八幡町団地 1 1991 簡二 2 3 2014 2036 － 37.5% ✕ 2,415.0 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B － B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新八幡町団地 2 1992 簡二 2 3 2015 2037 － 37.5% ✕ 2,415.0 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B － B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新八幡町団地 3 1992 簡二 2 2 2015 2037 － 37.5% ✕ 2,415.0 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B － B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新浜町団地 1 1980 簡平 1 4 1995 2010 － 41.2% ✕ 1,802.1 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新浜町団地 2 1980 簡平 1 4 1995 2010 － 41.2% ✕ 1,802.1 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新浜町団地 3 1984 簡平 1 3 1999 2014 － 41.2% ✕ 1,802.1 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新浜町団地 4 1984 簡平 1 2 1999 2014 － 41.2% ✕ 1,802.1 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

新浜町団地 5 1987 簡平 1 4 2002 2017 － 41.2% ✕ 1,802.1 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B A 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

銚子団地 3 2008 耐火 2 8 2043 2078 － 37.5% ✕ 1,742.2 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 6
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

八木川団地 1 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

八木川団地 2 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

八木川団地 3 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応
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1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

八木川団地 4 1970 簡平 1 4 1985 2000 － －
維持

管理

用途

廃止

弥生団地 1 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
維持

管理

用途

廃止

弥生団地 2 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
維持

管理

用途

廃止

カラマツ団地 1 1994 準耐 2 4 2017 2039 － 10.0% 〇 5,174.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

カラマツ団地 2 1995 準耐 2 4 2018 2040 － 10.0% 〇 5,174.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

カラマツ団地 3 1996 耐火 2 4 2031 2066 － 10.0% 〇 5,174.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

カラマツ団地 4 1997 耐火 2 4 2032 2067 － 10.0% 〇 5,174.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

カラマツ団地 5 1998 耐火 2 4 2033 2068 － 10.0% 〇 5,174.0 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

アカシア団地 1 1967 簡平 1 6 1982 1997 － －
維持

管理

用途

廃止

アカシア団地 2 1967 簡平 1 6 1982 1997 － －
維持

管理

用途

廃止

見晴台団地 1 1978 簡二 2 4 2001 2023 － 18.8% 〇 2,595.7 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

318 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

見晴台団地 2 1978 簡二 2 4 2001 2023 － 18.8% 〇 2,595.7 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 B B B 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

318 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

見晴台団地 3 1985 簡二 2 4 2008 2030 － 18.8% 〇 2,595.7 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A － C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

340 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

見晴台団地 4 1987 簡二 2 4 2010 2032 － 18.8% 〇 2,595.7 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A － C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

329 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

川汲緑ヶ丘団地 1 1992 簡二 2 8 2015 2037 － 0.0% 〇 7,472.8 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C － A 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

514 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

川汲緑ヶ丘団地 2 1993 準耐 2 4 2016 2038 － 0.0% 〇 7,472.8 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C － A 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

337 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

白樺団地 1 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
用途

廃止

白樺団地 2 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
用途

廃止

東海団地 1 1997 耐火 2 4 2032 2067 － 20.8% 〇 9,556.1 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

東海団地 2 1997 耐火 2 4 2032 2067 － 20.8% 〇 9,556.1 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

東海団地 3 1999 耐火 2 8 2034 2069 － 20.8% 〇 9,556.1 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

東海団地 6 1977 簡二 2 4 2000 2022 － 20.8% 〇 9,556.1 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 A B B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
建替

維持

管理

維持

管理

維持

管理

東海団地 7 1979 簡二 2 4 2002 2024 － 20.8% 〇 9,556.1 整形 〇 － ✕ ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

旧 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C C C 不要 無 無 必要
改善が

必要
屋根, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善

維持

管理

維持

管理

維持

管理

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応

※川汲緑ヶ丘団地は，特公賃を含めた空家率 
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※小安西団地は，特公賃を含めた空家率 

※川汲緑ヶ丘団地は，特公賃を含めた空家率 

 

  

1次判定 2次判定 3次判定

団地の社会的特性による管理方針 住棟の物理的特性による改善の必要性

①需要 ②効率性 ③立地 ①躯体の安全性 ②避難の安全性 ③居住性 ④劣化状況
⑤長寿命化型改善履歴

（直近10年）

耐用年限経過年 利便性 災害危険区域に立地

エレ

ベーター

階段室

手すり

アスナロ団地 1 1965 簡平 1 2 1980 1995 － －
維持

管理

用途

廃止

アスナロ団地 2 1965 簡平 1 4 1980 1995 － －
維持

管理

用途

廃止

アスナロ団地 3 1967 簡平 1 4 1982 1997 － －
維持

管理

用途

廃止

アスナロ団地 4 1967 簡平 1 4 1982 1997 － －
維持

管理

用途

廃止

アスナロ団地 5 1967 簡平 1 4 1982 1997 － －
維持

管理

用途

廃止

アスナロ団地 6 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
維持

管理

用途

廃止

アスナロ団地 7 1968 簡平 1 4 1983 1998 － －
維持

管理

用途

廃止

はまゆり団地 1 1966 簡平 1 2 1981 1996 － －
維持

管理

用途

廃止

はまゆり団地 2 1966 簡平 1 4 1981 1996 － －
維持

管理

用途

廃止

はまゆり団地 3 1966 簡平 1 4 1981 1996 － －
維持

管理

用途

廃止

豊川団地(特公賃) 1 1997 耐火 6 32 2032 2067 － 0.0% 〇 1,567.1 整形 〇 〇 － 〇 〇 ✕ 〇 ✕ ✕

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 〇 〇 〇 － 〇 不要 B C C 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 3
継続

管理
改善 －

維持

管理
改善

弥生団地(特公賃) 1 1998 耐火 3 30 2033 2068 － 30.0% ✕ 3,337.5 整形 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

継続管理に

ついて判断を

留保する団地

新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 A C B 必要 無 無 必要
改善が

必要
屋上, 外壁

改善，建替，

または

用途廃止

0 0 2
継続

管理
改善 － 改善

維持

管理

小安西団地(特公賃) 4 1996 準耐 2 4 2019 2041 － 24.5% 〇 14,482.3 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － － 〇 － 〇 不要 C B C 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

370 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

川汲緑ヶ丘団地(特公賃) 3 1995 耐火 2 4 2030 2065 － 0.0% 〇 7,472.8 整形 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
継続管理

する団地
新 不要 〇 不要 〇 〇 不要 － 〇 〇 － 〇 不要 C C A 必要 無 無 必要

改善が

必要
屋根, 外壁

改善，

または

建替

419 改善 0 0 改善
維持

管理

維持

管理

維持

管理

土砂

災害
評価

評価 評価
耐震

基準

耐震

改修

耐震性

の確保

二方向

避難の

確保

長期的な

管理の見通し

計画

期間

見通し

期間

物理的

特性の

判定

改善

項目

評価
外壁

壁体

外壁

塗装

事業

手法

再判定

2次

判定

1次

判定
①LCCの

縮減効果

(千円/

棟・年)

②建替

事業量

の比較

Aグループ

①将来的な

活用の

優先順位

(高1～7低)

津波

浸水

評価
敷地

面積

敷地

形状

旧市域

居住誘導

区域内に

立地

東部地区

最寄のバス停

から徒歩10分

圏内に立地

団地名
棟

名称

竣工

年度
構造 階数

公募倍率

（H29～

　R3）

空家率

（R4.6）1/2 1/1 評価
評価

管理

戸数

灯油

配管

社会的

特性の

判定
洪水

浸水

②将来

の管理

方針

Bグループ

評価外壁
屋根

屋上
浴室

防火

区画の

確保

評価 評価
屋根

屋上

福祉対応

 


